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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン受信機およびこれに接続された複数の外部記録装置からなるシステムの前
記テレビジョン受信機で前記外部記録装置の残容量を管理する方法であって、
　前記外部記録装置の記録媒体にデータを記録し、または前記外部記録装置の記録媒体か
らデータを消去したとき、前記外部記録装置からステータスを取得して、データ記録後ま
たはデータ消去後の前記記録媒体の残容量を、前記テレビジョン受信機内の不揮発メモリ
に記録する残容量記録工程と、
　前記テレビジョン受信機の電源がＯＮにされたとき、前記不揮発メモリから残容量を読
み出し、以前にアクセスされたことがある外部記録装置の残容量を残容量リストとして、
前記テレビジョン受信機のメインメモリに書き込む起動処理工程と、
　前記テレビジョン受信機で録画予約が設定されるとき、前記メインメモリ上の残容量を
録画可能時間に換算して呈示する残容量呈示工程とを備え、
　録画予約の実行としての録画時、録画用に選択された外部記録装置については、前記不
揮発メモリ上の残容量、および当該外部記録装置から取得したステータスにより示された
最新の残容量を、前記メインメモリに書き込むとともに、その不揮発メモリ上の残容量と
最新の残容量との間に閾値以上の差を生じたときには、前記不揮発メモリ上の残容量を最
新の残容量に書き替える
　ことを特徴とする残容量管理方法。
【請求項２】
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　録画予約された番組を受信して、当該受信機に接続された複数の外部記録装置の記録媒
体に記録する機能を備えるテレビジョン受信機であって、
　不揮発メモリ、メインメモリおよびＣＰＵを備え、そのＣＰＵは、
　前記記録媒体にデータを記録し、または前記記録媒体からデータを消去したとき、前記
外部記録装置からステータスを取得して、データ記録後またはデータ消去後の前記記録媒
体の残容量を、前記不揮発メモリに記録する処理、
　当該受信機の電源がＯＮにされたとき、前記不揮発メモリから残容量を読み出し、以前
にアクセスされたことがある外部記録装置の残容量を残容量リストとして、当該受信機の
メインメモリに書き込む処理、
　当該受信機で録画予約が設定されるとき、前記メインメモリ上の残容量を録画可能時間
に換算して呈示する残容量呈示工程とを実行し、
　録画予約の実行としての録画時、録画用に選択された外部記録装置については、前記不
揮発メモリ上の残容量、および当該外部記録装置から取得したステータスにより示された
最新の残容量が、前記メインメモリに書き込まれるとともに、その不揮発メモリ上の残容
量と最新の残容量との間に閾値以上の差を生じたときには、前記不揮発メモリ上の残容量
が最新の残容量に書き替えられる
　ことを特徴とするテレビジョン受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、テレビジョン受信機およびこれに接続されたハードディスクレコーダなど
の外部記録装置からなるシステムのテレビジョン受信機、およびテレビジョン受信機で外
部記録装置の残容量を管理する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ１３９４インタフェース（ｉ．ＬＩＮＫ（登録商標））などのデジタルインタ
フェースによってテレビジョン受信機にハードディスクレコーダを接続して、受信機で録
画予約された番組を、受信機で受信し、ハードディスクレコーダ（ハードディスクレコー
ダ内のハードディスク）に記録するシステムが考えられ、実用化されている。
【０００３】
　なお、以下では、「テレビジョン受信機」を「受信機」と略称し、「ハードディスクレ
コーダ」を“ＨＤＲ”と略称する。
【０００４】
　上記のシステムでは、録画予約の設定時、ＨＤＲ（ＨＤＲ内のハードディスク）の残容
量が不足していると、録画に失敗してしまう。これを防止するには、予約設定時、受信機
で、ＨＤＲの残容量を検出し、ディスプレイ上に表示するなど、ユーザに呈示すればよい
が、ＨＤＲの残容量を検出するには、ＨＤＲの電源をＯＮにして、ＨＤＲからステータス
（ＨＤＲの状態を示す情報）を取得する必要がある。
【０００５】
　しかし、ＨＤＲの電源がＯＮになって、ＨＤＲからステータスを取得できるようになる
のには、時間がかかる。そのため、従来のシステムでは、予約設定時、特に残容量は表示
されず、ユーザが残容量を確認するためには、別途、ＩＥＥＥ１３９４のＬＩＮＣ（Ｌｏ
ｇｉｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）によってＨＤＲの電源をＯＮ
にし、残容量を操作パネルに表示させる必要がある。
【０００６】
　特許文献１（特開２００３－２０９７７５号公報）には、ＩＥＥＥ１３９４インタフェ
ースによって受信機にＤ－ＶＨＳなどの外部録画装置を接続し、予約設定時、受信機で（
受信機のＭＰＵ（ＣＰＵ）が）、外部録画装置の電源をＯＮにして、外部録画装置からテ
ープ残量などの情報を取得し、番組全部を録画できるか否かを判断して、録画できないと
きには、その旨をユーザに報知することが示されている。
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【０００７】
　上に挙げた先行技術文献は、以下の通りである。
【特許文献１】特開２００３－２０９７７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記のように、ユーザが、その都度、ＨＤＲの電源をＯＮにして、操作
パネル上で残容量を確認する方法では、ユーザは、そのような操作や手順を毎回行うとは
限らないため、ユーザが、残容量が不足していることに気づかないで予約設定してしまっ
て、結果的に、残容量不足によって録画できないことがある。
【０００９】
　また、特許文献１に示されているような、予約設定時、受信機で、外部記録装置の電源
をＯＮにして、外部記録装置からステータスを取得し、番組全部を録画できるか否かを判
断して、その判断結果を呈示する方法では、上述したように、外部記録装置の電源がＯＮ
になって、外部記録装置からステータスを取得できるようになるのに時間がかかるため、
その間、ユーザは待たなければならない。
【００１０】
　そこで、この発明は、予約設定時、外部記録装置の電源をＯＮにして外部記録装置から
ステータスを取得しなくても、したがってユーザを待たせることなく、受信機で外部記録
装置の残容量を把握してユーザに呈示することができ、残容量不足による録画の失敗を防
止軽減することができるようにしたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明の残容量管理方法は、
　テレビジョン受信機およびこれに接続された複数の外部記録装置からなるシステムの前
記テレビジョン受信機で前記外部記録装置の残容量を管理する方法であって、
　前記外部記録装置の記録媒体にデータを記録し、または前記外部記録装置の記録媒体か
らデータを消去したとき、前記外部記録装置からステータスを取得して、データ記録後ま
たはデータ消去後の前記記録媒体の残容量を、前記テレビジョン受信機内の不揮発メモリ
に記録する残容量記録工程と、
　前記テレビジョン受信機の電源がＯＮにされたとき、前記不揮発メモリから残容量を読
み出し、以前にアクセスされたことがある外部記録装置の残容量を残容量リストとして、
前記テレビジョン受信機のメインメモリに書き込む起動処理工程と、
　前記テレビジョン受信機で録画予約が設定されるとき、前記メインメモリ上の残容量を
録画可能時間に換算して呈示する残容量呈示工程とを備え、
　録画予約の実行としての録画時、録画用に選択された外部記録装置については、前記不
揮発メモリ上の残容量、および当該外部記録装置から取得したステータスにより示された
最新の残容量を、前記メインメモリに書き込むとともに、その不揮発メモリ上の残容量と
最新の残容量との間に閾値以上の差を生じたときには、前記不揮発メモリ上の残容量を最
新の残容量に書き替える
　ことを特徴とする。
【００１２】
　上記の構成の、この発明の残容量管理方法では、予約設定時、その前の直近のデータ記
録またはデータ消去の結果の、外部記録装置の最新の残容量が、受信機の不揮発メモリお
よびメインメモリに記録されていることになり、受信機では、外部記録装置の電源をＯＮ
にして外部記録装置からステータスを取得しなくても、外部記録装置の最新の残容量が呈
示される。
【００１３】
　したがって、ユーザは、外部記録装置の電源をＯＮにするなどの操作や手順を行わなく
ても、かつ待つことなく瞬時に、残容量が不足しているか否かを判断することができ、残
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容量不足による録画の失敗を防止軽減することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、この発明によれば、予約設定時、外部記録装置の電源をＯＮにして外部
記録装置からステータスを取得しなくても、したがってユーザを待たせることなく、受信
機で外部記録装置の残容量を把握してユーザに呈示することができ、残容量不足による録
画の失敗を防止軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　［１．システムの実施形態：図１］
　図１は、この発明のテレビジョン受信機および外部記録装置からなるシステムの一例を
示し、テレビジョン受信機１０に５台のハードディスクレコーダ４１，４２，４３，４４
および４５が接続された場合である。
【００１６】
　以下では、「テレビジョン受信機１０」を「受信機１０」と略称し、「ハードディスク
レコーダ」を“ＨＤＲ”と略称し、「ハードディスクレコーダ４１」を“ＨＤＲ－Ａ”、
「ハードディスクレコーダ４２」を“ＨＤＲ－Ｂ”、「ハードディスクレコーダ４３」を
“ＨＤＲ－Ｃ”、「ハードディスクレコーダ４４」を“ＨＤＲ－Ｄ”、「ハードディスク
レコーダ４５」を“ＨＤＲ－Ｅ”、とする。
【００１７】
　受信機１０は、ＣＰＵ１１を備え、そのバス１２に、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）やアプリケーションなどのプログラム、表示データなどのデータ、および後述
の残容量や録画予約の設定情報などの情報が記録される不揮発メモリ１３が接続されると
ともに、プログラムやデータが展開され、後述の残容量リストが書き込まれるメインメモ
リ１４が接続される。
【００１８】
　さらに、バス１２には、リモートコントローラ３０からの赤外線リモートコントロール
信号を受信する受光部１６が接続される。
【００１９】
　ＣＰＵ１１は、デジタルチューナ２１やデスクランブラ２２など、受信機１０の各部を
制御するが、図１では、その結線を省略した。
【００２０】
　衛星デジタル放送や地上デジタル放送の受信視聴時、デジタルチューナ２１で、デジタ
ル放送が選局され、そのＭＰＥＧ２トランスポートストリームが復調される。さらに、有
料放送など、スクランブルされているトランスポートストリームについては、デスクラン
ブラ２２で、スクランブルが解かれる。
【００２１】
　さらに、デマルチプレクサ２３で、ＭＰＥＧ２トランスポートストリームから、所望の
番組の映像パケットおよび音声パケットが分離される。
【００２２】
　分離された映像パケットは、ＭＰＥＧ２映像デコーダ２４でデコードされ、さらに映像
処理回路２６でＮＴＳＣ信号などの映像信号に復号されて、液晶ディスプレイなどのディ
スプレイ２７に送出される。
【００２３】
　分離された音声パケットは、ＭＰＥＧ２音声デコーダ２５でデコードされ、さらに音声
処理回路２８で音声信号に復号されて、スピーカ（複数チャンネルのスピーカ群）２９に
出力される。
【００２４】
　デマルチプレクサ２３では、データ放送のデータ情報が分離される。分離されたデータ
情報は、バス１２に取り込まれ、ＣＰＵ１１の制御によって、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅ
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ｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）付加回路１７で、データ情報からデータ放送の画面を表示する信号
が生成される。生成された画面表示信号は、映像処理回路２６の入力側で映像信号に付加
される。
【００２５】
　ＯＳＤ付加回路１７では、そのほか、録画予約の設定用画面などの画面を表示する信号
が生成され、映像処理回路２６に供給される。
【００２６】
　受信機１０と各ＨＤＲは、ＩＥＥＥ１３９４インタフェースなどのデジタルインタフェ
ース１９によって接続される。図１では省略したが、各ＨＤＲも同様のデジタルインタフ
ェースを備える。
【００２７】
　録画時には、デマルチプレクサ２３からの番組データが、デジタルインタフェース１９
を介して、指定されたＨＤＲに送信され、記録されるとともに、そのＨＤＲから受信機１
０にステータスが送信され、バス１２に取り込まれる。
【００２８】
　再生時には、指定されたＨＤＲから番組データおよびステータスが、デジタルインタフ
ェース１９を介して受信機１０に送信され、番組データがデマルチプレクサ２３に供給さ
れるとともに、ステータスがバス１２に取り込まれる。
【００２９】
　各ＨＤＲは、それぞれのハードディスクの全記録容量が異なっていてもよいが、以下の
例では、それぞれのハードディスクの全記録容量が１６０ＧＢ（１６３８４０ＭＢ）であ
るとする。
【００３０】
　［２．残容量管理方法の実施形態：図２～図１１］
　　（２－１．初期状態：図２）
　上述したシステムでは、受信機１０の電源がＯＦＦにされている、ある時点において、
受信機１０の不揮発メモリ１３は、例えば、図２のように情報が記録された状態にある。
【００３１】
　ＨＤＲ－Ｅは、最後にアクセスされたＨＤＲとして、先頭（図２の最下欄）にソートさ
れ、ＧＵＩＤ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｕｎｉｑｕｅ　ＩＤ）および残容量が記録されている。す
なわち、ＨＤＲ－Ｅは、最後にアクセスされてデータが記録または消去された結果、残容
量が６１４４０ＭＢ（６０ＧＢ）とされている。
【００３２】
　ＨＤＲ－Ｄは、最後ではないが、以前にアクセスされたＨＤＲとして、２番目（図２の
下から２番目の欄）にソートされ、ＧＵＩＤおよび残容量が記録されている。すなわち、
ＨＤＲ－Ｄは、以前にアクセスされてデータが記録または消去された結果、残容量が８１
９２０ＭＢ（８０ＧＢ）とされている。
【００３３】
　ＨＤＲ－Ａ，ＨＤＲ－ＢおよびＨＤＲ－Ｃは、それぞれ、受信機１０に接続されている
が、いまだアクセスされてなく、そのためＧＵＩＤが存在せず、残容量が記録されていな
い。
【００３４】
　　（２－２．起動処理：図３および図４）
　上記の状態で、ユーザによって受信機１０の電源がＯＮにされると、受信機１０のＣＰ
Ｕ１１は、図３に起動処理５０として示すように、ステップ５１で、不揮発メモリ１３か
ら各ＨＤＲのＧＵＩＤおよび残容量をセットとして読み出し、メインメモリ１４に残容量
リストとして書き込む。
【００３５】
　具体的に、電源がＯＮにされる直前において不揮発メモリ１３が図２に示した記録状態
であるとき、メインメモリ１４には、図４に示すように、ＨＤＲ－ＥおよびＨＤＲ－Ｄに
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つき、ＧＵＩＤ、不揮発メモリ上の残容量および最新の残容量が書き込まれる。ただし、
最新の残容量は、電源ＯＮの直後では、不揮発メモリ上の残容量と同じである。
【００３６】
　　（２－３．録画予約の設定：図５）
　ユーザは、録画予約をするとき、リモートコントローラ３０での操作によって、上記の
ように受信機１０の電源をＯＮにし、受信機１０に搭載されている電子番組表などからデ
ィスプレイ２７上に予約設定画面を表示させ、録画する番組を指定し、録画するＨＤＲを
選択する。
【００３７】
　これによって、受信機１０のＣＰＵ１１は、以下のような残容量呈示処理を実行する。
図５に、その残容量呈示処理の一例を示す。
【００３８】
　この例の、予約設定時の残容量呈示処理６０では、ユーザが予約設定画面でＨＤＲを選
択すると、受信機１０のＣＰＵ１１は、ステップ６１で、ユーザによるＨＤＲの選択を検
出した上で、ステップ６２で、メインメモリ１４上の残容量リストに、ユーザによって選
択された当該ＨＤＲのＧＵＩＤが存在するか否かを判断する。
【００３９】
　そして、予約設定時のメインメモリ１４上の残容量リストが図４に示したもので、かつ
ユーザが当該番組を録画するＨＤＲとしてＨＤＲ－ＥまたはＨＤＲ－Ｄを選択した場合に
は、メインメモリ１４上の残容量リストに当該ＨＤＲのＧＵＩＤが存在するので、受信機
１０のＣＰＵ１１は、ステップ６２からステップ６３に進んで、予約設定画面に残容量リ
スト中の当該ＨＤＲの最新の残容量を表示する。
【００４０】
　すなわち、ユーザがＨＤＲ－Ｅを選択した場合には、その最新の残容量が“６１４４０
ＭＢ”または“６０ＧＢ”というように表示され、ユーザがＨＤＲ－Ｄを選択した場合に
は、その最新の残容量が“８１９２０ＭＢ”または“８０ＧＢ”というように表示される
。
【００４１】
　したがって、ユーザは、録画予約をする当該番組を当該ＨＤＲに記録できるか否かを、
容易かつ確実に判断することができる。
【００４２】
　これに対して、予約設定時のメインメモリ１４上の残容量リストが図４に示したもので
、かつユーザが当該番組を録画するＨＤＲとしてＨＤＲ－Ａ，ＨＤＲ－ＢまたはＨＤＲ－
Ｃを選択した場合には、メインメモリ１４上の残容量リストに当該ＨＤＲのＧＵＩＤが存
在しないので、受信機１０のＣＰＵ１１は、ステップ６２からステップ６４に進んで、予
約設定画面に残容量を表示しない。
【００４３】
　このようにＨＤＲ－Ａ，ＨＤＲ－ＢまたはＨＤＲ－Ｃを選択した場合、残容量は表示さ
れないが、そのようなケースは購入直後のＨＤＲの可能性が高く、十分録画できるので、
事実上問題を生じない。
【００４４】
　図４とは異なり、ＨＤＲ－ＥまたはＨＤＲ－Ｄの最新の残容量が当該番組を記録するの
に十分でなく、かつユーザが、その残容量の少ないＨＤＲ－ＥまたはＨＤＲ－Ｄを選択し
た場合には、ユーザは別のＨＤＲを選択できるように、すなわちＨＤＲの選択を変更でき
るように、受信機１０を構成する。
【００４５】
　当該ＨＤＲに対して、すでに別の番組の録画予約が設定されている場合には、その旨を
併せて表示し、あるいは、当該ＨＤＲの最新の残容量から、その別の番組の録画に必要な
容量を減じた結果の容量を、当該ＨＤＲの残容量として表示するように、受信機１０を構
成することが望ましい。
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【００４６】
　なお、残容量が録画可能時間に換算されて表示されるように、受信機１０を構成しても
よい。
【００４７】
　また、残容量の呈示は、ディスプレイ２７上での表示に代えて、「選択されたハードデ
ィスクレコーダの残容量は６０ＧＢです」というような音声アナウンスによって実行され
るようにしてもよい。
【００４８】
　　（２－４．録画予約の実行としての録画：図６～図１１）
　上記のように受信機１０に録画予約が設定されると、当該番組の放送開始時刻において
、受信機１０のデジタルチューナ２１などを含む必要な部分の電源がＯＮとなり、受信機
１０で当該番組が選局受信されるとともに、ＣＰＵ１１によって、予約設定時にユーザに
よって選択されたＨＤＲの電源がＯＮにされ、デマルチプレクサ２３からの番組データが
、デジタルインタフェース１９を介して当該ＨＤＲに送信され、当該ＨＤＲに記録される
。
【００４９】
　同時に、受信機１０では、上述した起動処理と同様に、不揮発メモリ１３から各ＨＤＲ
のＧＵＩＤおよび残容量が読み出されて、メインメモリ１４に残容量リストとして書き込
まれるとともに、当該ＨＤＲから受信機１０にステータスが送信され、当該ＨＤＲでの録
画に伴って随時、当該ＨＤＲの最新の残容量が書き替えられる。
【００５０】
　　　＜録画開始時の残容量リスト：図６＞
　録画予約された番組の受信および記録の開始直前において、図２に示したように不揮発
メモリ１３に情報が記録されている場合、録画開始時、メインメモリ１４に書き込まれ、
形成される残容量リストは、選択された当該ＨＤＲが、選択時にはＧＵＩＤが存在しなか
ったＨＤＲ－Ａ，ＨＤＲ－ＢまたはＨＤＲ－Ｃである場合、例えばＨＤＲ－Ａである場合
には、図６（Ａ）に示すものとされ、選択された当該ＨＤＲがＨＤＲ－Ｄである場合には
、図６（Ｂ）に示すものとされ、選択された当該ＨＤＲがＨＤＲ－Ｅである場合には、図
６（Ｃ）に示すものとされる。
【００５１】
　すなわち、図６（Ａ）（Ｂ）および（Ｃ）において矢印で示すように、いずれの場合に
も、選択された当該ＨＤＲを先頭に各ＨＤＲがソートされるとともに、選択された当該Ｈ
ＤＲが選択時にはＧＵＩＤが存在しなかったＨＤＲである場合には、当該ＨＤＲからステ
ータスを取得することによって、図６（Ａ）に示すように、当該ＨＤＲ（この場合はＨＤ
Ｒ－Ａ）のＧＵＩＤが記録され、当該ＨＤＲの不揮発メモリ上の残容量および最新の残容
量として当該ＨＤＲの全記録容量（この例では１６３８４０ＭＢ（１６０ＧＢ））が記録
される。
【００５２】
　　　＜最新の残容量および不揮発メモリ上の残容量の書き替え＞
　録画予約の実行として番組データが記録される当該ＨＤＲについては、上記のように記
録に伴って随時、最新の残容量を書き替え、更新するが、その最新の残容量と不揮発メモ
リ上の残容量との間に閾値以上の差を生じた（最新の残容量が不揮発メモリ上の残容量よ
り閾値以上少なくなった）ときには、不揮発メモリ上の残容量も、最新の残容量に一致さ
せるように書き替え、更新する。
【００５３】
　閾値の容量は、例えば１ＧＢとするが、より高精度を要求する場合には１ＧＢより少な
くし、各ＨＤＲの全記録容量が非常に大きい場合には１ＧＢより多くするなど、要求精度
やシステム構成に応じて適宜設定することができる。
【００５４】
　　　＜録画時の残容量管理処理：図７および図８＞
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　図７および図８に、受信機１０のＣＰＵ１１が実行する、以上のような録画時の残容量
管理処理の一例を示す。
【００５５】
　この例の、録画時の残容量管理処理７０では、録画のために当該ＨＤＲの電源をＯＮに
することによって処理を開始して、まずステップ７１で、当該ＨＤＲのステータスの取得
を開始し、次にステップ７２で、図４に示したような当初のメインメモリ１４上の残容量
リストに当該ＨＤＲのＧＵＩＤが存在するか否かを判断する。
【００５６】
　そして、当該ＨＤＲがＨＤＲ－Ａである場合（ＨＤＲ－Ａに録画する場合）のように、
当初のメインメモリ１４上の残容量リストに当該ＨＤＲのＧＵＩＤが存在しない場合には
、ステップ７２からステップ７５に進んで、当該ＨＤＲのＧＵＩＤを取得し、当該ＨＤＲ
を先頭に各ＨＤＲをソートして、不揮発メモリ１３に、各ＨＤＲのＧＵＩＤおよび残容量
を、１セットで記録し、図６（Ａ）に示したように、メインメモリ１４に、各ＨＤＲのＧ
ＵＩＤ、不揮発メモリ上の残容量および最新の残容量を、残容量リストとして１セットで
記録する。
【００５７】
　一方、当該ＨＤＲがＨＤＲ－ＤまたはＨＤＲ－Ｅである場合（ＨＤＲ－ＤまたはＨＤＲ
－Ｅに録画する場合）のように、当初のメインメモリ１４上の残容量リストに当該ＨＤＲ
のＧＵＩＤが存在する場合には、ステップ７２からステップ７３に進んで、当該ＨＤＲの
不揮発メモリ上の残容量と最新の残容量との間に１ＧＢ以上の差を生じたか否かを判断し
、当初は不揮発メモリ上の残容量と最新の残容量とが等しいので、さらにステップ７４に
進んで、当該ＨＤＲが残容量リスト中の先頭（最新）にあるか否かを判断する。
【００５８】
　そして、当該ＨＤＲがＨＤＲ－Ｄである場合（ＨＤＲ－Ｄに録画する場合）のように、
当初は当該ＨＤＲが残容量リスト中の先頭にない場合には、ステップ７４からステップ７
５に進んで、当該ＨＤＲを先頭に各ＨＤＲをソートして、不揮発メモリ１３に、各ＨＤＲ
のＧＵＩＤおよび残容量を、１セットで記録し、図６（Ｂ）に示したように、メインメモ
リ１４に、各ＨＤＲのＧＵＩＤ、不揮発メモリ上の残容量および最新の残容量を、残容量
リストとして１セットで記録する。
【００５９】
　一方、当該ＨＤＲがＨＤＲ－Ｅである場合（ＨＤＲ－Ｅに録画する場合）のように、当
初から当該ＨＤＲが残容量リスト中の先頭にある場合には、ステップ７４からステップ７
６に進んで、図６（Ｃ）に示したように、メインメモリ１４に当該ＨＤＲの最新の残容量
を記録する。この最新の残容量は、当初は不揮発メモリ上の残容量と同じである。
【００６０】
　当該ＨＤＲがいずれである場合にも（いずれのＨＤＲに録画する場合でも）、ステップ
７５または７６での処理後、ステップ７７に進んで、当該ＨＤＲから残容量の変化の通知
があるか否かを判断し、録画に伴って残容量が変化したことが当該ＨＤＲから通知された
ときには、ステップ７７からステップ７２に戻って、メインメモリ１４上の残容量リスト
に当該ＨＤＲのＧＵＩＤが存在するか否かを判断する。
【００６１】
　ただし、この２巡目以降では、当該ＨＤＲがいずれである場合にも、すでに当該ＨＤＲ
のＧＵＩＤが存在するので、ステップ７２から常にステップ７３に進んで、当該ＨＤＲの
不揮発メモリ上の残容量と最新の残容量との間に１ＧＢ以上の差を生じたか否かを判断す
る。
【００６２】
　そして、いまだ、当該ＨＤＲの不揮発メモリ上の残容量と最新の残容量との間に１ＧＢ
以上の差を生じていないときには、ステップ７３からステップ７４に進んで、当該ＨＤＲ
が残容量リスト中の先頭にあるか否かを判断する。
【００６３】
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　ただし、この２巡目以降では、当該ＨＤＲがいずれである場合にも、すでに当該ＨＤＲ
が残容量リスト中の先頭にあるので、ステップ７４から常にステップ７６に進んで、メイ
ンメモリ１４に当該ＨＤＲの最新の残容量を記録する。すなわち、残容量リスト中の当該
ＨＤＲの最新の残容量を、より最新の残容量に書き替える。
【００６４】
　２巡目以降において、当該ＨＤＲの不揮発メモリ上の残容量と最新の残容量との間に１
ＧＢ以上の差を生じたときには、ステップ７３からステップ７５に進んで、当該ＨＤＲに
ついては最新の残容量を不揮発メモリ上の残容量とするように、不揮発メモリ１３に、各
ＨＤＲのＧＵＩＤおよび残容量を、１セットで記録し、メインメモリ１４に、各ＨＤＲの
ＧＵＩＤ、不揮発メモリ上の残容量および最新の残容量を、残容量リストとして１セット
で記録する。
【００６５】
　２巡目以降においても、録画予約された番組の記録を終了するまでは、ステップ７６ま
たは７５での処理後、ステップ７７に進んで、当該ＨＤＲから残容量の変化の通知がある
か否かを判断し、残容量が変化したことが当該ＨＤＲから通知されたときには、ステップ
７７からステップ７２に戻る。
【００６６】
　　　＜録画終了時の残容量管理：図９～図１１＞
　上述した残容量管理のもとで、録画予約された番組の全データが、例えば１９．５ＧＢ
（１９９６８ＭＢ）分として記録された場合、録画終了時のメインメモリ１４上の残容量
リストは、ＨＤＲ－Ａに録画された場合には、図９（Ａ）に示すものとなり、ＨＤＲ－Ｄ
に録画された場合には、図９（Ｂ）に示すものとなり、ＨＤＲ－Ｅに録画された場合には
、図９（Ｃ）に示すものとなる。
【００６７】
　すなわち、ＨＤＲ－Ａに録画された場合、ＨＤＲ－Ａの最新の残容量は（１６０－１９
．５）ＧＢ＝１４０．５ＧＢとなるのに対して、不揮発メモリ上の残容量は（１６０－１
９）ＧＢ＝１４１ＧＢとなり、ＨＤＲ－Ｄに録画された場合、ＨＤＲ－Ｄの最新の残容量
は（８０－１９．５）ＧＢ＝６０．５ＧＢとなるのに対して、不揮発メモリ上の残容量は
（８０－１９）ＧＢ＝６１ＧＢとなり、ＨＤＲ－Ｅに録画された場合、ＨＤＲ－Ｅの最新
の残容量は（６０－１９．５）ＧＢ＝４０．５ＧＢとなるのに対して、不揮発メモリ上の
残容量は（６０－１９）ＧＢ＝４１ＧＢとなり、いずれの場合も、録画された当該ＨＤＲ
の不揮発メモリ上の残容量は最新の残容量（実際の残容量）より０．５ＧＢ多くなる。
【００６８】
　そこで、録画終了時、受信機１０のＣＰＵ１１は、図１０に示すような残容量管理処理
によって、不揮発メモリ１３上の残容量を、最新の残容量（実際の残容量）に一致させる
ように書き替える。
【００６９】
　具体的に、図１０の例の、録画終了時の残容量管理処理８０では、当該ＨＤＲに番組の
全データを記録したら、まずステップ８１で、当該ＨＤＲのステータスの取得を終了して
、当該ＨＤＲの電源をＯＦＦにし、次にステップ８２で、メインメモリ１４上の当該ＨＤ
Ｒの不揮発メモリ上の残容量と最新の残容量との間に差があるか否かを判断し、差がない
場合には、そのまま録画終了時の残容量管理処理８０を終了するが、上記のように差があ
る場合には、ステップ８３に進んで、不揮発メモリ１３上の当該ＨＤＲの残容量を、メイ
ンメモリ１４上の当該ＨＤＲの最新の残容量に書き替える。
【００７０】
　その結果、図９（Ａ）に示したようにＨＤＲ－Ａに録画した場合、不揮発メモリ１３上
のＧＵＩＤおよび残容量は、図１１（Ａ）に示すようになり、図９（Ｂ）に示したように
ＨＤＲ－Ｄに録画した場合、不揮発メモリ１３上のＧＵＩＤおよび残容量は、図１１（Ｂ
）に示すようになり、図９（Ｃ）に示したようにＨＤＲ－Ｅに録画した場合、不揮発メモ
リ１３上のＧＵＩＤおよび残容量は、図１１（Ｃ）に示すようになる。
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【００７１】
　この図１１（Ａ）（Ｂ）または（Ｃ）の状態は、図２の状態に対応するもので、以後に
おいては、この図１１（Ａ）（Ｂ）または（Ｃ）の状態を初期状態とするものである。
【００７２】
　　（２－５．録画予約によらない録画などによる残容量の減少または増加）
　録画予約の実行としての録画ではなく、ユーザが受信視聴中の番組を録画する場合や、
ある番組の受信視聴中に他の番組を受信録画する場合にも、録画されるＨＤＲの残容量は
減少する。また逆に、あるＨＤＲから番組データを消去する場合には、そのＨＤＲの残容
量が増加する。
【００７３】
　そのため、受信機１０のＣＰＵ１１が、これらの場合にも、上述したような残容量管理
処理を実行して、最終的に不揮発メモリ１３上の当該ＨＤＲの残容量を、データ記録後ま
たはデータ消去後の最新の残容量（実際の残容量）に書き替えるように、受信機１０を構
成する。
【００７４】
　［３．他の実施形態］
　上述した例は、外部記録装置がＨＤＲ（ハードディスクレコーダ）の場合であるが、外
部記録装置は、ＤＶＤレコーダやＤ－ＶＨＳなどでもよい。ただし、その場合には、残容
量の呈示に際して、「記録メディアを交換した場合は正しい値でない可能性があります」
などと表示して、ユーザに誤解を与えないようにする必要がある。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】この発明のシステムの一例を示す図である。
【図２】不揮発メモリの記録状態の一例を示す図である。
【図３】受信機の電源をＯＮにしたときの起動処理を示す図である。
【図４】起動処理によってメインメモリに書き込まれる残容量リストの一例を示す図であ
る。
【図５】予約設定時の残容量呈示処理の一例を示す図である。
【図６】録画開始時のメインメモリ上の残容量リストの一例を示す図である。
【図７】録画時の残容量管理処理の一例の一部を示す図である。
【図８】録画時の残容量管理処理の一例の一部を示す図である。
【図９】１９．５ＧＢ記録された時のメインメモリ上の残容量リストの一例を示す図であ
る。
【図１０】録画終了時の残容量管理処理の一例を示す図である。
【図１１】録画後の不揮発メモリの記録状態の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００７６】
　主要部については図中に全て記述したので、ここでは省略する。
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【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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